
(57)【要約】

【課題】　作動部材を計量室外方へ引き出して計量し、

次いで、作動部材を内方に押し込む動作で使用可能な状

態となるとともに、計量室上端の押込み棒を頭皮に押し

当てたときのみ液体を塗布でき、使い勝手が良い定量塗

布容器を提供する。

【解決手段】容器体口頸部上面に付した流入弁付き底板

と口頸部外面へ装着した注出キャップとで計量室を形成

し、該注出キャップ上端の注出口を挿通させて上方付勢

した押込み棒の押下げにより吐出弁が開くように設けた

定量塗布容器において、該底板12に穿設した流入弁孔20

を液密に閉じる弁板42の上面から案内筒44を起立する作

動部材40を有し、該案内筒44内に、該押込み棒62の下部

を上方付勢して可動に挿入させた押込み部材60について

、押込み棒を介して弁板42を引上げ可能に案内筒44と連

係することで、押込み棒62の引上げにより吐出弁80が閉

じたままで流入弁54が開き、かつ押込み棒62の押下げに

より流入弁54が閉じるとともに吐出弁80が開くように設

けた。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  容 器 体 口 頸 部 上 面 に 付 し た 流 入 弁 付 き 底 板 と 口 頸 部 外 面 へ 装 着 し た 注 出 キ ャ ッ プ と で 計
量 室 を 形 成 し 、 該 注 出 キ ャ ッ プ 上 端 の 注 出 口 を 挿 通 さ せ て 上 方 付 勢 し た 押 込 み 棒 の 押 下 げ
に よ り 吐 出 弁 が 開 く よ う に 設 け た 定 量 塗 布 容 器 に お い て 、 該 底 板 12に 穿 設 し た 流 入 弁 孔 20
を 液 密 に 閉 じ る 弁 板 42の 上 面 か ら 案 内 筒 44を 起 立 す る 作 動 部 材 40を 有 し 、 該 案 内 筒 44内 に
、 該 押 込 み 棒 62の 下 部 を 上 方 付 勢 し て 可 動 に 挿 入 さ せ た 押 込 み 部 材 60に つ い て 、 押 込 み 棒
を 介 し て 弁 板 42を 引 上 げ 可 能 に 案 内 筒 44と 連 係 す る こ と で 、 押 込 み 棒 62の 引 上 げ に よ り 吐
出 弁 80が 閉 じ た ま ま で 流 入 弁 54が 開 き 、 か つ 押 込 み 棒 62の 押 下 げ に よ り 流 入 弁 54が 閉 じ る
と と も に 吐 出 弁 80が 開 く よ う に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 定 量 塗 布 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 案 内 筒 44の 内 面 と 押 込 み 棒 62外 面 と の 何 れ か 一 方 に 、 案 内 筒 に 対 す る 押 込 み 棒 の 上 下
方 向 の 可 動 巾 を 規 制 す る 係 合 凹 部 50を 、 他 方 に 該 係 合 凹 部 に 挿 入 さ れ る 係 合 凸 部 72を そ れ
ぞ れ 設 け 、 そ の 上 下 巾 を 超 え て 押 込 み 棒 62を 上 下 動 さ せ た と き に 係 合 凹 部 50の 上 下 各 端 に
係 合 凸 部 72が 係 止 し て 案 内 筒 44が 連 動 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記
載 の 定 量 塗 布 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 計 量 室 36を 覆 い 、 該 注 出 口 34を 閉 塞 す る 有 頂 筒 形 の 外 キ ャ ッ プ 84を 設 け る と と も に 、
該 押 込 み 棒 62を 下 端 閉 塞 の 筒 状 に 形 成 し て 、 そ の 筒 孔 68内 へ 外 キ ャ ッ プ 84の 天 板 裏 面 か ら
垂 下 し た 栓 状 部 86を 挿 入 さ せ 、 該 栓 状 部 の 外 面 と 押 込 み 棒 62の 筒 壁 内 面 と の 間 に 、 相 互 に
係 合 可 能 に 配 置 さ れ た 、 外 キ ャ ッ プ 84の 離 脱 に よ る 案 内 筒 引 上 げ 用 の 係 合 条 70,88を 設 け
、 更 に 案 内 筒 44と 弁 板 42と で 形 成 す る 作 動 部 材 40の 一 部 に 、 案 内 筒 44が あ る 程 度 引 き 上 げ
ら れ た と き に 計 量 室 36の 適 所 と 係 合 す る ス ト ッ パ 46を 設 け 、 該 ス ト ッ パ の 係 合 に よ り 上 記
両 係 合 条 の 一 方 が 他 方 を 強 制 的 に 乗 り 越 る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又
は 請 求 項 ２ 記 載 の 定 量 塗 布 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
  該 案 内 筒 44の 上 端 部 を 、 作 動 部 材 40の 引 上 げ 状 態 を 維 持 す る た め の 係 止 部 48と し て 、 注
出 キ ャ ッ プ 30の 注 出 口 34内 へ 押 込 み 棒 62の 押 込 み に よ る 離 脱 可 能 に 嵌 着 さ せ た こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の 何 れ か に 記 載 の 定 量 塗 布 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 該 底 板 12は 外 周 部 を 容 器 体 口 頸 部 ６ へ 固 定 す る と と も に 、 そ の 中 央 部 を 有 底 筒 形 に 陥 没
さ せ て 該 陥 没 部 の 底 壁 部 に 流 入 弁 孔 20を 穿 設 し 、 か つ 該 陥 没 部 の 周 壁 部 分 で 該 弁 板 42の 外
周 部 を 引 抜 き 可 能 に 抱 持 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の 何 れ か に 記 載
の 定 量 塗 布 容 器 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 発 明 は 、 定 量 塗 布 容 器 、 特 に 頭 髪 に 塗 布 す る 薬 剤 を 収 納 す る の に 適 し た 定 量 塗 布 容 器
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  育 毛 剤 な ど の 定 量 塗 布 容 器 と し て 、 容 器 体 の 口 頸 部 に 、 頂 壁 及 び 底 壁 に そ れ ぞ れ 吐 出 弁
孔 及 び 流 入 弁 孔 を 上 方 か ら 見 て 同 心 状 に 穿 設 し た 略 筒 形 の 計 量 部 を 装 着 し 、 該 計 量 室 内 に
、 吐 出 弁 孔 及 び 流 入 弁 孔 に 対 応 し た 弁 体 を 弁 棒 の 上 下 両 端 に 付 設 し た 作 動 部 材 を 昇 降 可 能
に 設 け 、 作 動 部 材 の 上 昇 に よ り 吐 出 弁 が 閉 じ る と と も に 流 入 弁 が 開 き 、 ま た 作 動 部 材 の 下
降 に よ り 流 入 弁 が 閉 じ て 吐 出 弁 が 開 く よ う に 構 成 し た も の が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ ）
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2002－ 337910号
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 し か し 特 許 文 献 １ の 容 器 で は 、 作 動 部 材 を 外 方 へ 引 き 出 し て 内 容 液 を 計 量 後 に 作 動 部
材 を 内 方 に 押 込 み 、 流 入 弁 を 閉 じ た 状 態 で 常 に 計 量 室 内 部 と 外 部 と が 連 通 し て い る た め 、
逆 さ に し て 頭 髪 に 薬 剤 を 塗 布 す る 際 に 過 剰 に 注 出 さ れ る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 そ こ で 本 発 明 は 、 作 動 部 材 を 計 量 室 外 方 へ 引 き 出 し て 計 量 し 、 次 い で 、 作 動 部 材 を 内
方 に 押 し 込 む 動 作 で 使 用 可 能 な 状 態 と な る と と も に 、 計 量 室 上 端 の 押 込 み 棒 を 頭 皮 に 押 し
当 て た と き の み 液 体 を 塗 布 で き 、 使 い 勝 手 が 良 い 定 量 塗 布 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 第 １ の 手 段 は 、 容 器 体 口 頸 部 上 面 に 付 し た 流 入 弁 付 き 底 板 と 口 頸 部 外 面 へ 装 着 し た 注
出 キ ャ ッ プ と で 計 量 室 を 形 成 し 、 該 注 出 キ ャ ッ プ 上 端 の 注 出 口 を 挿 通 さ せ て 上 方 付 勢 し た
押 込 み 棒 の 押 下 げ に よ り 吐 出 弁 が 開 く よ う に 設 け た 定 量 塗 布 容 器 に お い て 、 該 底 板 12に 穿
設 し た 流 入 弁 孔 20を 液 密 に 閉 じ る 弁 板 42の 上 面 か ら 案 内 筒 44を 起 立 す る 作 動 部 材 40を 有 し
、 該 案 内 筒 44内 に 、 該 押 込 み 棒 62の 下 部 を 上 方 付 勢 し て 可 動 に 挿 入 さ せ た 押 込 み 部 材 60に
つ い て 、 押 込 み 棒 を 介 し て 弁 板 42を 引 上 げ 可 能 に 案 内 筒 44と 連 係 す る こ と で 、 押 込 み 棒 62
の 引 上 げ に よ り 吐 出 弁 80が 閉 じ た ま ま で 流 入 弁 54が 開 き 、 か つ 押 込 み 棒 62の 押 下 げ に よ り
流 入 弁 54が 閉 じ る と と も に 吐 出 弁 80が 開 く よ う に 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 本 手 段 で は 、 流 入 弁 を 開 閉 す る た め の 作 動 部 材 と 、 吐 出 弁 を 開 閉 す る た め の 押 込 み 棒
と を 別 体 と す る と と も に 、 相 互 に 連 係 す る よ う に 設 け 、 こ れ に よ り 一 動 作 で 流 入 弁 及 び 吐
出 弁 を 開 閉 さ せ る こ と 、 及 び 、 押 込 み 棒 を 頭 皮 に 押 し 付 け て 離 し た と き に そ の 都 度 吐 出 弁
が 閉 じ る よ う に す る こ と が で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
  「 作 動 部 材 」 は 、 計 量 室 内 で 昇 降 す る こ と で 上 記 吐 出 弁 孔 、 及 び 流 入 弁 孔 を 開 閉 す る 機
能 を 有 し 、 押 込 み 棒 と 連 係 し て 引 き 上 げ ら れ 、 か つ 押 し 下 げ る こ と が で き る と と も に 、 そ
の 引 上 げ 時 に 計 量 室 内 の 適 所 と 係 止 し て そ の 引 上 げ 状 態 を 維 持 す る た め の 係 止 部 を 有 す る
。 好 適 な 後 述 の 実 施 形 態 で は 、 小 外 径 に 形 成 し た 案 内 筒 上 端 部 を 係 止 部 と し 、 注 出 口 の 内
面 を 該 係 止 部 と 嵌 ま り 合 っ て 作 動 部 材 の 引 上 げ 状 態 を 支 え る 支 持 部 と し て い る が 、 同 様 の
係 止 部 及 び 支 持 部 を 、 例 え ば 後 述 の 底 板 陥 没 部 内 面 と 該 陥 没 部 内 に 挿 入 さ れ る 弁 板 の 外 周
部 と に 形 成 し て も 良 く 、 そ の 他 作 動 部 材 と 計 量 室 内 の 適 所 に 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
  「 押 込 み 棒 」 は 、 作 動 部 材 と 連 係 し て 、 該 作 動 部 材 を 引 き 上 げ 、 或 い は 押 し 下 げ る 機 能
を 有 す る 。 即 ち 、 「 連 係 」 と は 、 注 出 キ ャ ッ プ か ら 液 体 を 吐 出 す る た め に 一 定 の 上 下 巾 内
で 押 込 み 棒 を 押 し 込 む と き に は 、 作 動 部 材 を 不 動 と し て 押 込 み 棒 の み を 上 下 動 さ せ る こ と
が で き 、 又 、 そ の 上 下 巾 を 超 え て 押 込 み 棒 を 引 き 上 げ 、 或 い は 押 し 下 げ る と き に は 、 該 引
上 げ 乃 至 押 下 げ に 追 随 し て 作 動 部 材 を 上 下 動 す る こ と が で き る 。 こ の 作 用 を 達 成 す る た め
に は 、 後 述 の 如 く 案 内 筒 と 押 込 み 棒 と の 対 向 面 の 一 方 に 、 係 合 凹 部 を 、 他 方 に 、 上 記 上 下
巾 に 相 当 す る 遊 び を 存 し て 係 合 凹 部 内 に 挿 入 さ れ た 係 合 凸 部 と を 形 成 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  尚 、 本 明 細 書 に お い て 、 「 上 」 及 び 「 下 」 と い う 言 葉 は 特 に 断 わ ら な い 限 り 、 容 器 体 の
成 立 状 態 で の 向 き を 指 す も の と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ２ の 手 段 は 、 第 １ の 手 段 を 有 し 、 か つ 該 案 内 筒 44の 内 面 と 押 込 み 棒 62外 面 と の 何 れ か
一 方 に 、 案 内 筒 に 対 す る 押 込 み 棒 の 上 下 方 向 の 可 動 巾 を 規 制 す る 係 合 凹 部 50を 、 他 方 に 該
係 合 凹 部 に 挿 入 さ れ る 係 合 凸 部 72を そ れ ぞ れ 設 け 、 そ の 上 下 巾 を 超 え て 押 込 み 棒 62を 上 下
動 さ せ た と き に 係 合 凹 部 50の 上 下 各 端 に 係 合 凸 部 72が 係 止 し て 案 内 筒 44が 連 動 す る よ う に
構 成 し て い る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
  本 手 段 で は 、 押 込 み 棒 と 案 内 筒 と が そ の 筒 軸 方 向 に 連 動 さ せ 、 連 係 す る た め の 手 段 と し
て 上 述 の 係 合 凹 部 及 び 係 合 凸 部 を 提 案 し て い る 。 こ れ ら 係 合 凹 部 及 び 係 合 凸 部 は 案 内 筒 乃
至 押 込 み 棒 の 周 面 に 周 設 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 第 ３ の 手 段 は 、 第 １ の 手 段 又 は 第 ２ の 手 段 を 有 し 、 か つ 該 計 量 室 36を 覆 い 、 該 注 出 口
34を 閉 塞 す る 有 頂 筒 形 の 外 キ ャ ッ プ 84を 設 け る と と も に 、 該 押 込 み 棒 62を 下 端 閉 塞 の 筒 状
に 形 成 し て 、 そ の 筒 孔 68内 へ 外 キ ャ ッ プ 84の 天 板 裏 面 か ら 垂 下 し た 栓 状 部 86を 挿 入 さ せ 、
該 栓 状 部 の 外 面 と 押 込 み 棒 62の 筒 壁 内 面 と の 間 に 、 相 互 に 係 合 可 能 に 配 置 さ れ た 、 外 キ ャ
ッ プ 84の 離 脱 に よ る 案 内 筒 引 上 げ 用 の 係 合 条 70,88を 設 け 、 更 に 案 内 筒 44と 弁 板 42と で 形
成 す る 作 動 部 材 40の 一 部 に 、 案 内 筒 44が あ る 程 度 引 き 上 げ ら れ た と き に 計 量 室 36の 適 所 と
係 合 す る ス ト ッ パ 46を 設 け 、 該 ス ト ッ パ の 係 合 に よ り 上 記 両 係 合 条 の 一 方 が 他 方 を 強 制 的
に 乗 り 越 る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  本 手 段 で は 、 キ ャ ッ プ の 引 上 げ 力 の 一 部 を 利 用 し て 案 内 筒 を 引 き 上 げ る こ と が で き る よ
う に 相 互 に 係 合 し 合 う 係 合 条 を 提 案 し て い る 。 こ れ ら 係 合 条 相 互 の 係 合 力 は 、 ス ト ッ パ の
係 合 に よ り 係 合 条 の 一 方 が 他 方 を 乗 り 越 え る よ う に 設 け る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
  第 ４ の 手 段 は 、 第 １ の 手 段 乃 至 第 ３ の 手 段 の 何 れ か を 有 し 、 か つ 該 案 内 筒 44の 上 端 部 を
、 作 動 部 材 40の 引 上 げ 状 態 を 維 持 す る た め の 係 止 部 48と し て 、 注 出 キ ャ ッ プ 30の 注 出 口 34
内 へ 押 込 み 棒 62の 押 込 み に よ る 離 脱 可 能 に 嵌 着 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
  本 手 段 で は 、 該 係 止 部 を 設 け る こ と で 作 動 部 材 の 引 上 げ 状 態 （ 換 言 す れ ば 流 入 弁 の 開 状
態 ） を 維 持 す る と と も に 、 押 込 み 棒 の 押 込 み 操 作 の 際 に そ の 押 込 み の 勢 い を 適 切 に 調 整 で
き る よ う に 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
  「 係 止 部 」 は 、 上 端 部 を 除 く 案 内 筒 部 分 か ら 上 向 き 段 部 を 介 し て 縮 径 す る 小 外 径 部 と す
る と よ く 、 そ う す る と 、 上 向 き 段 差 部 を 上 記 第 ３ の 手 段 の ス ト ッ パ と す る こ と で 、 第 ３ 、
第 ４ の 手 段 の 構 造 を 容 易 に 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 第 ５ の 手 段 は 、 第 １ の 手 段 乃 至 第 ４ の 手 段 の 何 れ か を 有 し 、 か つ 該 底 板 12は 外 周 部 を
容 器 体 口 頸 部 ６ へ 固 定 す る と と も に 、 そ の 中 央 部 を 有 底 筒 形 に 陥 没 さ せ て 該 陥 没 部 の 底 壁
部 に 流 入 弁 孔 20を 穿 設 し 、 か つ 該 陥 没 部 の 周 壁 部 分 で 該 弁 板 42の 外 周 部 を 引 抜 き 可 能 に 抱
持 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 本 手 段 で は 、 該 陥 没 部 の 周 壁 部 分 で 弁 板 の 外 周 部 を 抱 持 す る こ と で 流 入 弁 の 閉 弁 機 能
を 高 め た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
  第 １ の 手 段 に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。
○ 流 入 弁 54を 開 閉 す る た め の 作 動 部 材 40と 、 吐 出 弁 80を 開 閉 す る た め の 押 込 み 棒 62と を 別
体 と し 、 作 動 部 材 40に 対 し て 押 込 み 棒 62を 上 方 付 勢 さ せ た か ら 、 頭 皮 に 押 込 み 棒 の 先 端 部
を 押 し つ け て 離 す と 、 そ の 都 度 吐 出 弁 を 閉 塞 し て 液 体 が 過 剰 に 洩 れ る こ と を 防 止 で き る 。
○ 作 動 部 材 と 押 込 み 棒 62と を 連 係 さ せ た か ら 、 押 込 み 棒 を 大 き く 引 き 出 し 、 押 し 込 む 動 作
で 吐 出 弁 及 び 流 入 弁 を 所 要 の 状 態 と す る こ と が で き る 。
○ 押 込 み 棒 62を 案 内 筒 44内 に 嵌 合 さ せ た か ら 押 込 み 棒 62の 傾 斜 や が た つ き を 防 止 で き 、 頭
皮 に 押 込 み 棒 を 当 接 す る と き に 、 均 一 な タ ッ チ 感 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
  第 ２ の 手 段 に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 押 込 み 棒 62外 面 及 び 案 内 筒 44内 面 に 係 合 凹 部 及 び 係 合
凸 部 を 設 け た か ら 、 簡 易 な 構 成 で 押 込 み 棒 と 案 内 筒 と を 連 係 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
  第 ３ の 手 段 に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 容 器 体 ２ か ら 外 キ ャ ッ プ 84を 除 去 す る 作 業 に よ り 流 入
弁 を 開 に す る こ と が で き 、 操 作 が 簡 略 化 さ れ る の で 使 い 勝 手 が 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  第 ４ の 手 段 に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。
○ 案 内 筒 44上 端 で 形 成 す る 係 止 部 48を 注 出 口 に 差 込 み 嵌 着 さ せ る だ け で 作 動 部 材 40の 引 上
げ 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る か ら 、 構 造 を 複 雑 化 せ ず に 容 易 か つ 確 実 に 流 入 弁 孔 の 開 状
態 を 維 持 す る こ と が で き る 。
○ 押 込 み 棒 62を 引 き 上 げ た 後 に 頭 皮 に 押 し 当 て る 際 、 係 止 部 48が 注 出 口 34内 面 か ら 離 脱 す
る ま で の 間 は 係 止 部 48外 面 と 注 出 口 34内 面 と の 摩 擦 力 で 、 ま た 作 動 部 材 40の 弁 板 42が 底 板
12に 当 接 し た 後 は 弾 性 部 材 74の 弾 性 力 で 押 込 み 棒 の 勢 い を 減 勢 す る こ と が で き 、 こ れ ら 両
者 が ダ ブ ル ク ッ シ ョ ン と な っ て 、 そ う し た 緩 衝 な し に 作 動 部 材 が 底 板 に 衝 突 す る 場 合 と 比
較 し て 、 頭 皮 へ の 押 込 み 棒 62先 端 の 当 た り を 和 ら げ る の で 使 用 感 が 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
  第 ５ の 手 段 に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 押 込 み 棒 62を 頭 皮 に 当 て る 操 作 の 反 動 で 弁 板 42が 流 入
弁 孔 20か ら 離 れ 、 流 入 弁 の 閉 鎖 が 不 完 全 と な る こ と を 防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
  本 発 明 に 係 る 定 量 塗 布 容 器 は 、 容 器 体 ２ と 、 底 板 部 材 10と 、 注 出 キ ャ ッ プ 30と 、 作 動 部
材 40と 、 押 込 み 部 材 60と 、 外 キ ャ ッ プ 84と で 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 各 部 材 は 合 成 樹 脂 材
で 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
  容 器 体 ２ は 、 胴 部 か ら 肩 部 ４ を 介 し て 口 頸 部 ６ を 起 立 し て い る 。 該 口 頸 部 の 基 部 外 面 に
は 環 状 リ ブ を 周 設 し て 、 該 環 状 リ ブ の 上 面 に 第 １ 回 り 止 め 凸 部 ８ を 付 設 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
  底 板 部 材 10は 、 底 板 12の 外 周 部 を 該 口 頸 部 ６ の 上 端 面 に 載 置 さ せ る と と も に 、 該 底 板 12
裏 面 か ら 口 頸 部 ６ 上 端 部 内 面 に 嵌 着 す る 栓 筒 14を 垂 下 す る こ と で 口 頸 部 ６ に 固 定 し て い る
。 該 栓 筒 14内 方 の 底 板 部 分 は 、 有 底 筒 形 に 陥 没 さ せ て お り 、 該 陥 没 部 16は 、 そ の 底 壁 部 18
に 、 そ の 外 周 部 分 を 弁 座 と し て 残 し て 流 入 弁 孔 20を 穿 設 し て い る 。 又 、 該 陥 没 部 16の 筒 壁
部 22は 、 周 方 向 複 数 箇 所 に 筒 壁 部 の 下 端 部 分 に 流 通 溝 24を 縦 設 し て い る 。 ま た 該 筒 壁 部 22
は 、 少 な く と も そ の 筒 壁 部 の 下 端 部 分 を 、 後 述 の 弁 板 の 抱 持 筒 と し て 該 弁 板 の 外 周 を 嵌 着
可 能 な 大 き さ （ 直 径 ） と し て 、 上 記 流 入 弁 孔 20を 確 実 に 閉 塞 す る こ と が で き る よ う に 、 ま
た 下 端 部 分 を 除 く 筒 壁 部 分 は 、 下 端 部 分 よ り も 若 干 大 径 に 形 成 し て 、 該 下 端 部 分 を 離 脱 し
た 弁 板 を 筒 壁 部 22内 か ら 容 易 に 引 き 上 げ る こ と が で き る よ う に 構 成 す る と 良 い 。 ま た 図 示
例 で は 、 該 底 板 12の 外 縁 部 か ら シ ー ル 筒 26を 起 立 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
  注 出 キ ャ ッ プ 30は 、 周 壁 32の 下 半 部 を 上 記 口 頸 部 ６ の 外 面 に 嵌 合 す る と と も に 、 該 口 頸
部 ６ の 上 方 に 周 壁 32の 上 半 部 を 起 立 し 、 該 周 壁 32の 上 部 分 を 上 内 方 へ 弯 曲 さ せ て 上 端 小 径
に 形 成 し 、 該 上 端 に ノ ズ ル 状 の 注 出 口 34を 形 成 し て い る 。 ま た 周 壁 32の 下 端 部 は 、 既 述 第
１ 回 り 止 め 凸 部 ８ 付 き の 環 状 リ ブ を 収 納 で き る 程 度 に 大 内 径 に 形 成 し て 、 該 第 １ 回 り 止 め
凸 部 ８ と 係 合 す る 第 ２ 回 り 止 め 凸 部 35を 周 壁 下 端 部 内 面 に 突 設 し て い る 。 ま た 、 該 周 壁 32
の 中 間 部 内 面 に は 上 記 シ ー ル 筒 26を 液 密 に 嵌 着 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
  該 注 出 キ ャ ッ プ 30の 周 壁 32上 半 部 と 底 板 部 材 10と は 計 量 室 36を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
  作 動 部 材 40は 、 弁 板 42の 上 面 か ら 案 内 筒 44を 起 立 し て お り 、 該 弁 板 42を 上 記 陥 没 部 16の
筒 壁 部 22下 端 部 分 に 嵌 合 さ せ て 流 入 弁 孔 20を 液 密 に 閉 塞 す る と と も に 、 後 述 の 押 込 み 棒 を
介 す る 引 上 げ に よ り 流 入 弁 孔 20を 開 口 す る こ と が で き る よ う に 設 け 、 こ れ ら 流 出 弁 孔 20と
弁 板 42と で 流 入 弁 54を 形 成 し て い る 。 又 、 案 内 筒 44は 、 筒 壁 上 端 部 を 、 ス ト ッ パ 46で あ る
上 向 き 段 差 部 を 介 し て 小 外 径 に 形 成 し て 、 上 記 引 上 げ 状 態 を 保 持 す る た め の 係 止 部 48と し
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て 、 上 記 注 出 口 34の 内 面 へ 差 し 込 ん で 嵌 着 さ せ る こ と が 可 能 に 設 け て い る 。 ま た 、 案 内 筒
44内 面 の 中 間 部 に は や や 大 外 径 の 係 合 凹 部 50を 凹 溝 と し て 周 設 し て い る 。 こ の 係 合 凹 部 の
構 造 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 押 込 み 部 材 60は 、 中 空 棒 状 （ 或 い は 筒 形 ） で 下 端 閉 塞 の 押 込 み 棒 62の 下 端 か ら ス プ リ
ン グ で 形 成 す る 弾 性 部 材 74を 下 方 へ 突 設 し て な り 、 該 押 込 み 棒 62の 下 半 部 及 び 弾 性 部 材 74
を 上 記 案 内 筒 44内 に 嵌 挿 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 該 押 込 み 棒 62は 、 下 端 閉 塞 の 有 底 筒 形 に 形 成 し 、 そ の 上 部 を 、 上 記 係 止 部 48と ほ ぼ 同
外 径 の 大 外 径 部 64と し て 、 該 大 外 径 部 の 上 端 部 分 を 外 方 突 出 さ せ て 、 上 記 注 出 口 34内 へ 摺
動 自 在 に 挿 通 し て い る 。 該 大 外 径 部 64は 、 そ の 下 端 部 を 除 く 外 面 部 分 に 複 数 の 縦 溝 66を 縦
設 し て お り 、 こ れ ら 大 外 径 部 64外 面 と 注 出 口 34内 面 と で 吐 出 弁 80を 形 成 し て い る 。 又 、 押
込 み 棒 の 筒 孔 68の 上 端 部 内 面 は 後 述 の 栓 状 部 収 納 用 の た め に や や 大 内 径 に 形 成 し 、 こ の 大
内 径 面 に 案 内 筒 引 上 げ 用 の 第 1の 係 合 条 70を 周 設 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 ま た 、 該 押 込 み 棒 62の 下 端 部 外 面 に は 案 内 筒 の 係 合 凹 部 50内 に 嵌 合 さ れ る 係 合 凸 部 72
を 周 設 す る 。 係 合 凹 部 の 上 下 巾 は 、 該 巾 か ら 係 合 凸 部 の 上 下 巾 を 除 い た 長 さ が 押 込 み 棒 62
の 所 要 押 込 み 長 さ に 対 応 す る よ う に 定 め る と 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 該 弾 性 部 材 74は 、 押 込 み 棒 62と 一 体 と し て 合 成 樹 脂 で 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 外 キ ャ ッ プ 84は 、 有 頂 筒 形 で あ っ て 、 そ の 筒 壁 下 部 を 注 出 キ ャ ッ プ 30の 周 壁 32下 部 に
螺 合 さ せ る と と も に 、 天 板 裏 面 の 中 央 部 か ら 垂 設 し た 栓 状 部 86を 上 記 押 込 み 棒 62の 筒 孔 68
内 面 に 嵌 合 し 、 該 栓 状 部 86の 外 面 に 第 1係 合 条 70と 係 合 し て 案 内 筒 44を 引 き 上 げ る た め の
第 ２ 係 合 条 88を 周 設 す る 。 こ れ ら 第 1、 第 ２ 係 合 条 70,88は 、 上 記 ス ト ッ パ ４ ６ の 注 出 口 34
へ の 係 合 に よ り 、 第 ２ 係 合 条 が 第 １ 係 合 条 70を 乗 越 え 可 能 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 図 １ の 状 態 で は 流 入 弁 54及 び 吐 出 弁 80は と も に 閉 じ て い る 。 図 １ の
状 態 か ら 、 外 キ ャ ッ プ 84を 開 方 向 へ 回 転 さ せ る と 、 該 外 キ ャ ッ プ が 螺 上 昇 し て 、 外 キ ャ ッ
プ 84の 栓 状 部 86が 第 1、 第 2係 合 条 70,88の 係 合 に よ り 押 込 み 棒 62を 引 き 上 げ 、 更 に 該 押 込
み 棒 が 係 合 凸 部 72と 係 合 凹 部 50上 端 と の 係 合 に よ り 作 動 部 材 40の 案 内 筒 44を 引 き 上 げ る の
で 、 弁 板 42が 流 入 弁 孔 20か ら 離 れ 、 流 入 弁 54が 開 く 。 又 、 上 記 案 内 棒 の 引 き 上 げ に よ り 、
ス ト ッ パ 46が 注 出 口 34の 口 縁 に 突 き 当 た る と 、 案 内 筒 44が 停 止 し 、 係 合 凸 部 72と 係 合 凹 部
50上 端 と の 係 合 に よ り 更 に 押 込 み 棒 62も 停 止 す る の で 、 図 ２ に 示 す 如 く 第 ２ 係 合 条 88が 第
1係 合 条 70を 強 制 的 に 乗 り 越 え 、 栓 状 部 86が 押 込 み 棒 62の 筒 孔 68内 か ら 離 脱 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に し て 外 キ ャ ッ プ 84を 外 し た 後 に 、 容 器 体 ２ を 上 下 反 転 さ せ る と 、 図 ３ に 示 す
如 く 吐 出 弁 80は 閉 じ て お り 、 他 方 、 流 入 弁 54は 開 い て い る か ら 、 容 器 体 ２ 内 の 液 体 が 流 入
弁 54か ら 流 通 溝 24を 通 っ て 計 量 室 36に 入 り 、 該 計 量 室 を 満 た す こ と で 計 量 が 完 了 す る 。 次
に 押 込 み 棒 62を 頭 皮 Ｓ に 突 き 当 て る と 、 該 押 込 み 棒 が 計 量 室 内 方 へ 押 し 込 ま れ 、 こ れ と 同
時 に 弾 性 部 材 74を 介 し て の 押 し 込 み 力 な ど で 案 内 筒 44も 注 出 口 内 面 と 摺 動 し て 内 方 へ 押 し
込 ま れ る 。 該 案 内 筒 と 連 設 さ れ た 弁 板 42が 陥 没 部 16の 底 壁 部 18に 突 き 当 た る と 、 案 内 筒 44
も 停 止 し 、 押 込 み 棒 62の み が 弾 性 部 材 74の 弾 性 力 に 逆 ら っ て 該 案 内 筒 に 対 し て 計 量 室 内 方
へ 摺 動 す る 。 こ の と き 押 込 み 棒 62の 係 合 凸 部 72も 係 合 凹 部 50内 を 、 そ の 注 出 口 寄 り の 端 部
か ら 底 板 寄 り 端 部 へ と 移 動 し 、 該 底 板 寄 り 端 部 に 突 き 当 た る こ と で 、 押 込 み 棒 62も 案 内 筒
44に 対 し て 停 止 し 、 図 ４ の 状 態 に 至 る 。 同 図 状 態 で 、 流 出 弁 54は 閉 じ 、 吐 出 弁 80は 開 い て
い る の で 、 こ の 吐 出 弁 を 介 し て 計 量 室 36内 の 液 体 が 頭 皮 Ｓ に 塗 布 さ れ る 。 塗 布 作 業 の 途 中
で 、 押 込 み 棒 62の 先 端 を 頭 皮 か ら 離 す と 、 図 ５ に 示 す 如 く 弾 性 部 材 74が 弾 性 復 元 し て 吐 出
弁 80が 閉 じ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 塗 布 作 業 を 終 了 し た と き に は 、 図 ５ の 状 態 か ら 容 器 を 正 立 状 態 と し て 、 外 キ ャ ッ プ 84を
嵌 合 す れ ば 、 栓 状 部 86が 押 込 み 棒 62の 筒 孔 68内 に 挿 入 さ れ 、 図 １ の 状 態 に 戻 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 容 器 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 容 器 か ら 外 キ ャ ッ プ を 外 す 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 容 器 に お い て 、 外 キ ャ ッ プ を 外 し た 後 反 転 さ せ て 計 量 室 内 に 液 体 を 充 填 す る
様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ 容 器 に お い て 、 頭 皮 に 押 込 み 棒 を 押 し 当 て て 計 量 室 内 の 液 体 を 塗 布 す る 状 態
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ 容 器 に お い て 、 図 ４ の 塗 布 作 業 中 に 一 時 的 に 押 込 み 棒 を 頭 皮 か ら 放 し た 状 態
を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 　 ２ … 容 器 体   ４ … 肩 部   ６ … 口 頸 部   ８ … 回 り 止 め 突 条   10… 底 板 部 材   
  12… 底 板   14… 栓 筒   16… 陥 没 部   18… 底 壁 部   20… 流 入 弁 孔   22… 筒 壁 部
  24… 流 通 溝   26… シ ー ル 筒   30… 注 出 キ ャ ッ プ   32… 周 壁   34… 注 出 口
  35… 第 ２ 回 り 止 め 凸 部 　 36… 計 量 室   40… 作 動 部 材   42… 弁 板   44… 案 内 筒
  46… ス ト ッ パ 　 48… 係 止 部 　 50… 係 合 凹 部 　 54… 流 入 弁 　 60… 押 込 み 部 材
　 62… 押 込 み 棒 　 64… 大 外 径 部 　 66… 縦 溝 　 68… 筒 孔 　 70… 第 1係 合 条
　 72… 係 合 凸 部 　 74… 弾 性 部 材 　 80… 吐 出 弁
　 84… 外 キ ャ ッ プ 　 86… 栓 状 部 　 88… 第 2係 合 条 　 Ｓ … 頭 皮

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(7) JP 2007-8551 A 2007.1.18



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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